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	スリーブ胃切除術を用いた�肥満治療のご案内
	​登録基準
	　　外来での検査実施後�    　　　　↓�　術前減量、術前指導を目的とした�　内科入院
	フォーミュラ食とは��エネルギー源である糖質・脂質を極力少なくする一方、必要十分量のタンパク質・ビタミン・ミネラルを含む規定食です。��当院ではマイクロダイエットを推奨しています。�１日３食のお食事のうち、１～２食をフォーミュラ食に置き換えることで、健康的に、無理のない減量を実行することができます。
	外科入院について
	腹部に5-15mmの孔を５か所ほどあけ、気腹して（おなかの中に炭酸ガスを入れて膨らませる）腹腔鏡を用いて手術を行います。胃の外側（大弯側）を外科的に切り取って細長い筒のように形成し、摂取エネルギーを減らすことにより減量効果をもたらします。
	スライド番号 7
	費用について
	�

